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穿石
令和 ７年 １１月号

   校訓｢点滴穿石｣:小さな水滴でも長い年月

   の間には､硬い石に穴をあけることができ

   る。これは､努力の継続が夢や目標の実現

   を可能にする教えを示すものです。

 あこがれの丘
※穿石は､本校ホームページでもご覧いただけます。 岩手県立雫石高等学校

１０月１８日（土）、本校、郷土芸能委員会の8名が、第48回岩手県高等学校総合文化祭郷土芸能発表会に出場しました。生徒た

ちは日々の鍛錬を重ね、伝統の技と心を込めた最高の演舞を披露。その努力が実り、入賞を果たしました。舞台に響いた力強い太

鼓の音と、しなやかな舞は、観客の心を魅了し、郷土の誇りを堂々と示すものとなりました。

10月25日（土）

応用科学選択生の作品展示 毎年好評の松ぼっくり販売 図書・視聴覚委員の企画 ２・３年生は模擬店を開きました

茶華道部の展示とお茶会 ＰＴＡの皆さまにはカレー等の販売をしていただきました 雫石町芸術文化協会の皆さまの水墨画展示・合唱

１０月２５日（土）は、思郷祭（文化祭）の一般公開日でした。多くの皆様にご来場いただき、生徒たちが日頃の学習や委員会活動で

積み重ねてきた成果をご覧いただくことができました。模擬店も大盛況で、笑顔と活気に満ちた一日となりました。ご来場いただいた

皆さま、誠にありがとうございました。今年は、「しずくちゃん」と「ケキョきち」も来校し、会場を一層盛り上げてくれました。さらに、雫石

町芸術文化協会の皆さまによる水墨画や菊の展示、そして心に響く合唱が加わり、文化祭に華やかな彩りを添えていただきました。
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１0月20日（月）、高校教育における主権者教育の充実と、若者が政治や社会課題に対して主体的に考える力を育むことを目的に、１・２年生を

対象として「虹色コンパス 主権者意識向上カリキュラム」を実施しました。当日は宮城大学の学生による進行のもと、日本青年会議所・盛岡青年

会議所から多くの方々にご協力いただき、充実した学びの場となりました。

このカリキュラムでは、

① 制服に関する多様な意見を知る動画を視聴、自分の考えに近いキャラクターに投票し、その後ディスカッションを行う。

② メディア情報の偏りや意図を見極めながら、価値観の多様性を踏まえた投票を体験し、民主主義や選挙の仕組みを学習する。

という学習内容のもと、生徒たちは、身近なテーマから「自分の意見を持ち、対話し、選択する」ことの大切さを学びました。今回の取り組みは、

未来の社会を担う主権者としての意識を高める貴重な機会となりました。

郷土芸能委員会
雫石町婦人消防協力隊結成５０周年記念祝賀会アトラクション

令和７年度 台湾派遣交流事業

美化・保健委員会

献血講話 ～Our world. Your move～

本校では、海外の高校生との現地交流を通じて、異文化理解を深め

ること、そして生徒の積極性を引き出し、自ら困難を乗り越え未来を切り

開く力を養うことを目的に、令和6年度から台湾派遣交流事業をスタート

しました。今年度も12月に実施予定で、昨年度に続き台北市の陽明高

校との交流を行います。さらに、今年度は新たに惇敍高校も訪問し、交

流の幅を広げる計画です。この事業は、単なる海外研修にとどまらず、

「世界とつながる力」を育む挑戦です。本校は、これからも生徒一人ひと

りがグローバル社会で輝けるよう、学びの場を広げていきます。

１０月月２６日（日）、本校郷土芸能委員会が、雫石町婦人消防

協力隊結成50周年記念祝賀会にご招待いただき、心を込めた演

舞を披露しました。ご覧いただいた皆様からは、盛大な拍手と温か

いお言葉をいただきました。今回の出演は、郷土芸能を通じて地

域との絆を深める貴重な経験であり、伝統文化を未来へとつなぐ

使命を改めて感じました。これからも、生徒たちは地域に愛される

郷土芸能の担い手として、さらに技を磨き続けていきます。

１０月８日（水）、岩手県赤十字血液センター事業部事業副部長の西海

枝武志様を講師にお迎えし、美化・保健委員を対象に献血講話を実施し

ました。講話では、献血の社会的意義と必要性、献血の流れと安全性、

そして若年層の献血協力が未来の医療を支える重要な役割を果たすこ

とについて、ご説明いただきました。生徒たちは、献血が命を救う活動で

あることを改めて認識し、医療現場での血液の需要や、安定供給のため

に若い世代の協力が不可欠であることを深く理解しました。「自分にもで

きる社会貢献」として献血を身近に感じる貴重な機会となりました。

昨年度の台湾派遣事業交流・研修の様子


